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後記

　2 年後のサッカーワールドカップに向けて，最終予
選がスタートしました。初戦のアウェーでのバーレン
戦で勝利を収めてホッとした方も多いと思います。先
日の新聞記事では，日本のサッカー熱は冷めつつあり，
もしワールドカップに出場できなければ，危機的状況
に陥るとのことでした。北京オリンピックでは予想ど
おりに世界の厚い壁を感じましたし，前回のワールド
カップでも重い閉塞感を感じたのが思い出されます。
前回のワールドカップで，さらに強いインパクトを与
えたのは，中田英寿選手の突然の引退ではなかったか
と思います。ほとんどのファンが「まだ引退には早い」
と慰留を求めたい気持ちでした。しかし，「自分探し
の旅をする」，「人生とは旅であり，旅とは人生である」
というファンに対する長いメッセージを残してフィー
ルドを去りました。
　「人生とは旅であり，旅とは人生である」のフレー
ズは，三木清の『人生論ノート』に書かれている言葉
で，高校時代に習った覚えがあります。ですから，彼
の言葉に新鮮な印象を受けた訳ではありません。私が
受けた強い印象は，むしろ中田ほどの成功者がなぜ今
さら自分探しの旅を行う必要があるのかということ
と，自分探しは何も世界旅行をしなくても，日常生活
が自分探しの旅ではないのか，と強い違和感を感じた
からです。この中田選手の発言が現在の若者の「自分
探し」に拍車をかけた気がします。現在の自分が存在
する環境に違和感を感じると，本来の自分は別に存在

するのではないか，自分探しが必要なのでは，という
考えにつながるようです。正社員の採用を控える企業
の流れと相応して，大量のニートを生み出している気
がします。
　そもそも，仕事における「自分探し」の傾向を生み
出したのは 2003 年に出版された村上龍氏の『13 歳の
ハローワーク』ではなかったかと感じています。作家
の切り口は鋭く，「人間には 2 つのタイプがいる。好
きなことを生業にしている人と，そうでない人だ」と
断言しました。私は，忘れられないほど強いインパク
トを受けました。人をこうして分類する過激さと，こ
の言葉は自分で自分を評価する確固とした尺度になる
ことに気付かされたからです。
　そもそも旅に終わりがないように，自分探しに終わ
りはあるのでしょうか？　自分に与えられた日々を大
切に生きて，人との関係において新しい自分をみつけ
ていくのが人生イコール旅のような気がします。何も
自分探しは就職に終始するものではない，というのが
私の考えです。中田選手のホームページを拝見すると，
ヒデは旅の途中です。われわれも，いろいろな人々と
出会いながら，旅を続けています。
　泌尿器科医として生きるということを改めて考えさ
せられる，中田選手と村上氏の言葉です。彼らの言葉
に強い印象を受けること自体が，私自身の自分探しの
きっかけになっているのかもしれません。
 （大家基嗣）
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